
大田区の工場ネットワークを基盤とする地域性に関する研究

−大森南地区を事例として−

Study on regionality based on network of small factories in Ota ward
096148　大熊瑞樹

　This study aim to clarify the regionality based on networok of small factories in Ota ward. Small factories in Ota 

ward have technique with high-quality and work together through networks of them. They can rely on their network 

in the area when they recieve requests that the cannot fulfill by themselves, and this kind of thing is an everyday 

occurrence in Ota ward. To figure out them, I interviewed 30 owners of factories in Omori Minami district, where 

factories exists with highest density.

　This research found that network of small factories establishes as main community in the area and has 

relationships to local community, but generational change break the regionality based on network of small factories.

序章　　研究の枠組み　　　　　　　　　　　　　　

０−１　研究の背景と目的

　大田区では「蒲田のビルの屋上から図面を紙ヒコー

キにして飛ばすと、製品になって返ってくる」という

エピソードがある。それは、高い技術力を持つ零細工

場が「工場ネットワーク」によって連携していること

で成立している。「工場ネットワーク」とは、自工場内

でできない技術を近隣の工場に依頼したり、製品の短

納期を実現するために同じ技術を持っている他の工場

にサポートしてもらったりする連携のことである。こ

のネットワークが工場集積地域の工業を支えており、

その地域性を表す重要な要素だといえる。

　モノづくりはアジア諸国との国際競争の中で衰退し

つつある産業であるという問題意識がある。だが、そ

の一方でクリエイティブシティのようなモノづくりの

持つ創造性が注目を浴びつつある。

　また、職住近接のライフスタイルが見直されつつあ

り、いわゆる町工場はそういった事例の１つに位置づ

けられる。工場集積地域は工業の場であると同時に生

活の場になっており、両者の関係性が考えられる。

　それらを踏まえ、本研究では、工場ネットワークを

基盤とする大田区の地域性の実態を把握し、今後の地

域性の在り方を探ることを目的としている。そこで、

大田区の工場集積内部の工場ネットワークの実態とそ

の広がり方、工場ネットワークと地域との関係性を明

らかにする。

０−２　既往研究のレビューと本研究の位置づけ

　大田区の土地利用に関する研究は、永野、中出、和

田らによる工場集積地への住宅の介入による土地利用

の変化に関するものがあるが、集積の基礎をなす工場

ネットワーク空間の広がりについては明らかになって

いない。

　大田区の工業構造に関する研究は、額田らによる工

場集積が生み出す産業の効率性に関するものがあるが、

地域との関係については明らかになっていない。

　そこで本研究では、工場ネットワークと地域の空間

や工場主の活動との関係性に着目していく。

０−３　研究の構成

　第１章で大田区の工業を概観し、第２章で今回事例

としてとりあげる大森南地区について説明する。第３

章ではヒアリング調査から大森南地区の工場ネット

ワークの実態を明らかにし、第４章・５章で工場ネッ

トワークと関係の深いと思われる地域交流活動や工場

集積空間について実態を把握する。第６章ではその背

景となっている大森南地区の住宅と工業の関係につい

て現在迎えている課題を明らかにする。第７章でそれ

らを総括し、工場ネットワークを基盤とした地域性の

在り方について言及する。

０−４　用語の定義

　「地域性」とは、有効に機能している地域固有の現象

が存在した時の、それを支える地理的・文化的な下地

のことを指す。ここでいう地域固有の現象とは、高度

な加工技術によって地域内で製品を実現できる高レベ

ルの工業システムを指す。「工場ネットワーク」とは、

製品を共同でつくるプロセスに関わる関係を指し、単

なる友人関係は含めない。「地域コミュニティ」とは、

地域交流活動や近隣関係を指し、工場の外注先は含め

ない。
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１−２　工業の変遷

　1925 年に大田区の一部が工業地域に指定された後、

近代工場が進出したのが最初の大きな工業発展の契機

になった。その後、軍需産業によって機械金属工業が

発展し、戦後に大規模工場からの独立によって零細工

場が急増した。

　また、かつては同じ大田区内の親工場を持つ下請け

工場が「協力会」を組み、その中で連携しながら工業

を営んでいたが、親工場が地方に移転し、協力会はな

くなった。

第１章　大田区の工業の概要　　　　　　　　　　　

１−１　工業の特徴

　大田区の工業は、高度に工場が集積していること（工

場数 4362）、従業員が少ないいわゆる零細工場が多い

こと（全工場中従業員９人以下の工場が約 80%）、機械

金属工業に従事する工場が多いこと（全工場中機械金

属関連製造業が 80%以上）が特徴として挙げられる。

機械金属工業は必要とされる加工機能が膨大になるこ

とが特徴で、零細工場が多く機械金属工業であること

が工場ネットワークを必要としている。

第２章　大森南地区の概要　　　　　　　　　　　　

２−１　事例選定理由

　大田区の中で大森南地区を事例として選んだ最大の

理由は、機械金属工業の工場密度が高い地区であるこ

とである。地域構造を見ると、住宅、工場、商店が共存し、

川、緑地、海、幹線道路によって物理的に周辺と隔絶

された場所になっている。

２−２　大森南地区の変遷

　大森南地区は明治時代の鉱泉街を起源として、そこ

から独自の工業化の歴史を歩んでいる。大森南地区は

工場の独立創業が多かった 1960 年代から１代にして

築かれた工場集積地域であり、50 年経過した現在、丁

度世代交代の時期を迎えている。
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第３章　大森南地区の工場ネットワーク　　　　　　

３−１　ヒアリング調査概要

　大田区が管理する「OTA TECH NET」という工場の

データベースから、大森南地区で創業する工場 30 社を

対象に調査を行った。ヒアリングの内容は、工場の概

要について、工場ネットワークについて、地域交流活

動との関わりについての３点である。対象の工場は零

細なものが多いが、従業員数 20 名程度の中規模の工場

も含まれている。

３−４　ネットワーク構築のプロセス

　最も多かったものは取引先からの紹介だが、地域交

流活動での出会いから取引に至ったり、近隣関係から

取引に至ったりするものが見られた。ここから、地域

交流活動や近隣関係が工場ネットワークを支える１要

素になっていることが分かる。そこで第４章では地域

交流活動から生まれているコミュニティ（以下活動コ

ミュニティ）について、第５章では近隣関係から生ま

れているコミュニティ（以下近隣コミュニティ）につ

いて論じる。

３−２　工場ネットワーク空間の広がりと近接性

　図４が各工場のネットワークを町丁目ごとに集計し、

ネットワーク空間の広がりを表したものである。大森

南地区内の工場の取引先が大森南地区内とその周辺に

集中して立地していることが分かる。その理由として

は、移動時間の短縮によるコストの減少、突然のトラ

ブルへの対応しやすさ、正確な情報伝達のしやすさな

どが挙げられる。

　ここから、工場の集積から生まれる工場の物理的な

近接性が円滑な工場ネットワークを生み出しているこ

と、大森南地区の工場集積が地域内で十分な工場ネッ

トワークを創出する工場の密度を持っていることがい

える。

３−３　工場ネットワークの構造

　各工場が独自のネットワークを持っているが、それ

らが重なることでネットワークに広がりが生まれてい

る。図６は今回の調査で分かった大森南地区の工場の

ネットワークの構造を表したもので、わずか 30 社のヒ

アリングながら、間接的にほとんどの工場が関係を持っ

ていることが分かる。
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第５章　大森南地区の局所的工場集積　　　　　　　

５−１　工場長屋

　長屋形式の工場が 12 件存在する。連棟数は基本的に

は２～４棟で、上階に住宅が併設しているのが基本的

なモデルである。１件、戦前の兵器工場をリノベーショ

ンした大規模長屋が存在している。ヒアリング中では

２件の工場長屋の内、１件で仕事上の取引が存在した。

第４章　大森南地区の工場と地域交流活動　　　　　

４−１　地区内交流活動

　大きく住民として関わる活動と工場主として関わる

活動に分けられる。図７は、各活動に関わる工場の関

係を表したものである。ここから、住民としての活動と、

工場主としての活動が重なり合っていることが分かる。

職住近接によって多くの活動が存在しており、一人の

経営者が地域の中で様々な役割を担っているため、そ

れらの活動コミュニティが関係性を持つことが可能と

なっている。

・住民としての活動

３の自治会、神社の稲荷青年会、５の神輿の担ぎ手の

組織、釣り仲間による「ダボハゼ会」など。

・工場主としての活動

大森法人会、ゴルフ仲間による「萩の会」、２代目経営

者による工場の連携チームである「大田グループネッ

トワーク」など。

５−２　工場ミニ開発

　工場によるミニ開発が９件存在する。これは 1980

年代に行われた中規模工場の跡地の開発によって生ま

れた空間で、建替えが進みにくいこともあり、工場の

高い密度が保たれている。ヒアリング中では５件中５

件で仕事上の取引が存在した。

５−３　工場アパート

　行政主導で工場の集約化を行った工場アパートが３

件存在する（一件大森南地区外）。空間や内部組織から

ネットワークに差が見られるが、行政へのヒアリング

や入居工場に対するヒアリングによって、３つの工場

アパート全てで工場ネットワークが確認された。
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第６章　大森南地区の住工共存の実態　　　　　　　

６−１　職住近接の実態

　ヒアリングの中で、ほとんどの工場で職住近接の形

式がとられていることが分かった。特に一階が工場で

上階が住宅と言う、いわゆる住宅併設型の工場が多い。

大森南地区では視認でも 200 以上の数が確認され、独

特な景観や雰囲気をつくりだすことに寄与している。

だがそういった住宅併設型工場の一部の現状として、

職住近接というスタイルが崩れているものがあった。

創業者から子供への世代交代によって、上階の住宅に

は親が住み、一階の工場に子供が外から通うという形

態である。今後創業者が引退していく中で、職住近接

が消えていく可能性を示唆している。

結章　　工場ネットワークを基盤とした地域性　　　

７−１　工場ネットワークと多様なコミュニティ

　工場ネットワーク、活動コミュニティ、近隣コミュ

ニティを重ね合わせると図 21 のようになる。ここから、

工場ネットワークが地域の多様なコミュニティと重な

りながら工場集積地域の中で地縁化していることが分

かる。

７−２　工場ネットワークの地縁化と地域との関係性

　元々、協力会の中での工場間の連携と、漁師町を起

源とした地域コミュニティが別個に存在していたと考

えられるが、大森南地区に工場が集積していく中で、

地域内に工場ネットワークが生まれていった。大田区

から親工場がなくなり、協力会が消えた後も、地域に

工場ネットワークが残り、それが地縁化していった。

その結果として工場ネットワークは地縁的な地域コ

ミュニティと相互に影響を及ぼし合うようになってい

る。この地縁化した工場ネットワークが大森南地区の

地域性の重要な部分を占めている。

2000～2010年の新規開発

工場

１丁目

２丁目

0 50 100 200m

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

0

100

200

300

400

500

600

700

大森南人口総数

１丁目

３丁目

２丁目

４丁目

５丁目

１丁目

３丁目

大森南工場総数

大
森
南
工
場
数

大
森
南
人
口

大森南人口総数２丁目

４丁目

５丁目

図 19．大森南１丁目付近の新規住宅開発

図 18．大森南地区の工場数と人口の変化
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図 17．工場と併設住宅の解体の可能性

６−２　新規住宅開発の影響

　地区全体の住宅と工場のバランスを見ると、2000 年

から 2010 年の間に急激な人口の増加が見られる。中

出 (1982) は「新規住宅開発が住み替えの一端を担って

いる」ことを明らかにしたが、まだ新規開発の速度が

緩やかであった当時と比較して、近年は新規住民が急

激に流入している。特に大森南１丁目では、ミニ開発

や集合住宅の建設が進み、2000 年からの５年間で人口

が３倍になっている。結果として住宅地としての様相

を呈し始め、地縁が希薄化していくことが考えられる。

漁師町を起源とした
地域コミュニティ

工場集積を活用した
工場ネットワーク

親工場
親工場・協力会

の消滅
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の地縁化

職住近接による
重なり

図 20．工場ネットワークの地縁化のプロセス
Mizuki Okuma



７−３　地域性を支える要素

　このような現在の地域性を支える要素について考察

すると、工場ネットワークと地域コミュニティの空間

スケールが重なっていること、工場ネットワークと地

域コミュニティのメンバーが重なっていること、地域

の閉鎖性により地縁関係が維持されてきたこと、が考

えられる。しかし、それぞれ (1) 工場密度の低下、(2)

世代交代、(3) 新規住民の流入によって崩れていく可能

性があり、今後地域性を守っていくために、対策をし

ていく必要がある。

７−４　都市への提案

まず、　(1) 工場密度の低下に関しては、大田区にある

工場集積地域における工場ネットワークの現状を把握

し、地域ごとに工場集積の価値付けをしていくこと。

そして工場集積を維持すべき場所については支援施設

の立地や土地利用政策による誘導が求められる。(2) 世

代交代に関しては、まずは工場ネットワークの広域化

を防ぎ、地域の工場ネットワークを維持・継承するた

めに、工場集積地域ごとに工場技術の情報の共有する

場を設けることや、二代目が参加しやすい交流活動の

場をつくることが求められる。そして (3) 新規住民の

流入に関しては、工場と新規住民の関係性を築くこと、

具体的には体験学習やインターンシップ、産業観光や

オープンファクトリーを通して、工場に対する住民の

アクセシビリティを高めること、また、工場の技術を

活用した製品や景観材の地域還元を通して、工場の技

術に対する住民のアクセシビリティを高めることが求

められる。
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